
安心で快適な拠点 × 地域が発展できる交流拠点 × 災害に強い拠点

今後は、関係機関との調整を図りながら「道の駅」設置の実現に向け、

この基本構想を具体化する取組を進めていきます。

広域交通ネットワーク 新鮮な地域農畜産物 日本遺産「大山詣り」 関係機関との防災連携 恵まれた医療環境

「道の駅」

休憩機能 情報発信機能 地域連携機能

駐車場、トイレ
などを提供

交通・観光など
の情報を発信

地元産品の販売や
交流機会を創出

本市では、伊勢原のポテンシャルを生かし、平常時には「交流・賑わいの拠点」、

災害時には「防災拠点」に資する「道の駅」の設置実現に向けて検討を進めています。

この構想は、「道の駅」のコンセプトや基本方針等、今後の検討に必要な基本的な

考え方をとりまとめたものです。

救援活動 緊急物資基地 復旧復興活動

トイレ、飲食品、
災害情報の提供

緊急物資などの
集配基地を展開

災害業務従事者
の活動を支援

｢道の駅｣の役割

いつでも誰もが
気軽に立ち寄れる
憩いの場を提供

まちづくりの核となり
地域の賑わいをもたらす
交流を創出

過去の経験を学び
様々な災害にも柔軟に
活動できる場を整備

❶ ❷ ❸

・交通事故減少、路上駐車対策に寄与
・誰もが利用できる空間の創出
・多様な移動手段による来訪に対応

・市内観光案内や体験型コンテンツの造成
・農畜産物の6次産業化やブランド力の向上
・市内周遊の促進と域内消費の拡大

・災害派遣医療チームの活動拠点として活用
・道路啓開活動や復旧工事の即時性に寄与
・警察、消防、自衛隊などの拠点として活用

伊勢原市HP

平常時 地方創生・観光 災害時 防災

コンセプト

基本方針

※基本構想の本編は、市ＨＰからご覧いただけます。
【担当窓口】伊勢原市 都市部 国県・企画調整課 令和8年10月作成


